
⑴ ロープ結索の目的
ひもやロープを使って結び目を作っ

たり、物を結び付けたりすることを結

索（けっさく）と言います。 

  結索は、日常生活の中に溢れていま

すが、災害活動や人命救助活動等にお

いても欠くことのできない最も重要な

技術の一つです。 

⑵ 訓練の進め方
指導者は、事故防止に十分配慮して、 

正確、確実な結び方を指導してくださ 

い。  

ア 携行姿勢 

   ロープを持って移動するとき、物

に引っかけたりすると、思わぬ事故

を起こします。 

   そこで、携行結びをし、肩にかけ

て携行姿勢をとります。 

－１９－

４ ロープの結び方



－２０－

イ 訓練隊形 

   訓練の隊形では、指揮者から全員 

  がよく見えること、指示が確実に伝 

  わること等の配意が必要です。 

  (ｱ) 横隊で整列し、指揮者は列の中 

央の前に立ちます。  

  (ｲ) 指揮者が「番号！」と号令をか 

けた後、「結索の隊形をとれ！」

の号令で中央を基準に両手間隔

に広がります。 

携行姿勢
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２

３ ４ ５ 



－２１－

(ｳ) 「結索用意」の号令で、携行姿 

(ｳ)勢のロープを肩からはずし、結び 

(ｳ)目を解いて四つ折りにし、端末及 

(ｳ)び中心の部分を左手で持ちます。 

(ｴ) 「○○結び用意」の号令で両手 

(ｳ)に端末を持ち、左足を半歩開きま 

(ｳす。 

(ｵ) 「始め」の号令で結索を開始し、 

(ｳ)完成したらロープを右手に下げて

「基本の姿勢」になります。 

(ｶ) 「手を上に挙げ」の号令で、右 

手で結び目を上げて展示します。 

(ｷ) 指揮者は結び目を確認し、「と 

け」の号令をかけます。 

(ｸ) 再び左足を左に半歩開き、結び 

目を解いてもとの四つ折りにし、 

左手に下げ、「基本の姿勢」をとり 

ます。 

(ｹ) 「携行姿勢をとれ」「もとの隊形 

にもどれ」「わかれ」の号令で解散 

します。  



－２２－

⑶ 基本の結び
ア もやい結び 

ロープに輪を作り、ものに結び付 

けるための結び方です。

写真のようにロープを握って
きつく締める

３ ４ 

５ ６ 

７ 

１ 

端末を上にして重ね輪を作る

端末を左手で持つロープの下
に通す

端末を上に折り返し左手で写
真のように小さい輪をつくる

端末を垂れているロープの
下を通して 小さい輪の中に上から通す

２ 

８ 

完成



【人やものに結び付ける場合】

－２３－

１ ２ 

３ ４ 

５ ６ 

７ ８ 

結ぶものの奥側にロープを
回す

端末を上にして交差させ輪を
作る

端末を輪の下から通し手前
に引く 

写真のように左手で小さい輪
をつくる

端末を垂れているロープの下
を通し 小さい輪の中に上から通す

写真のとおりにロープを握って
きつく締める 完成



－２４－

【もやい結びの活用方法】

どの方向から力が加わっても輪の
部分が伸縮しないので、命綱に適し
ています。 

高所等からの転落防止

しっかりした柱
などに結ぶ


